
南信州広域理合会腱について

企画振興都リニア推進振興室

1 日 時 平成 26年 6月 13日 (0 15時 00分～ 15時25分
2 場 所 重口消費生活センター大会議菫

3 出席者 リニア推進振興室 吉沢
=■

、山崎担当係長

4概 要

〈リエア童)

発生上の活月に関して万全の対策を期すためにも JR東海へは早めに事業

リストを提供する必要があると考えている。

今回提供するのはあくまでも候補のリス トであり 実際の活用量は各市町村

とJR東海との協議を踏まえ JR東海の責任て決まるものである。

JR東海へのリストの提供は 沿線市町村の議長クラス JR東海 県の出

席による公llの会議の場で行いたい。

環境影響17価書について 環境大巨の意見が出され 1項目については県の

意見が反映された.

残る 3項 目について 6月 16日 に副知事が国土交通大巨要望を行う

南信州からは、広城連合長と固有の間層がある大鹿市長に同行してもらう。

(広域連合●務局長)

これまで ,楽 リストの提供と     の問題は別ということで整理し

評価書への知事意見の反映状況を踏まえたうえてJR東海ヘリス トを提供す

るとしてきた.

・ 評価,が出され、課層はあるものの知事意見について一定の反映がされたと

評価している。ついては次の段階へ進むため リストを提示したい。

・ リス トの掟示後 JR東海が調査を,い、活用量も含めて案を作成してくると
′     思うので、県を通して自治体と爾整したい。

‐大きな致字が出ると地元も混乱するので 数字ではなく3つのくくりでJR
東海へ掟示したい。

(喬木村)

リストに市町村名が出るのが悩ましい。蕎木村としても活用の希望はある.

(リ ニア菫)

今後の追加については リス トの注釈で読めるようにしている.

(喬木If)

可能性でよけれは リス トに追加して欲しい。

(松川町)

実際の活用は

'R東
海の判断によるので リス トに数字を入れるのは無理が

ある.

γ/つ



一
　

　

　

一

(阿智村)

阿智4・Iも喬木村と同じtt態で 候補地はある。

昼神温泉行を通したくはないが その先に候補地があり矛盾が生している.

地権者等にも確認していない。

県境を跨いだ調整もしているのか.

(リ エア室)

基本||に県内での活用を考えている

岐阜県に搬出するということは 岐阜県からも投入する可能性があることに

なるが 岐阜県の発生土は土質に不安がある.

場段階では県内での活用を考えているが これは第 1段階であり今後の候補

に入れることは可能

(喬木村)

村の発生土は 5万n`なので 10万 n'未満ということでリス トに追力oして

欲しい.

(広域連合長)

数字については個別に調整して欲しい

南木曽町からの発生土は 中央道を利用して岐阜県経由で投入する方法もあ

るのではないか.

(リ ニア室)

運搬経路は色々想定できる。

(広域連合長)

公表後の取材対応はどうするのか。

(リ ニア室)

自分の自沿体の内容については それぞれの判断に委ねる

×リストの提供について了承された
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■

「リニア中央新幹線環境影響評価書」における知事意見への対応状況

長野県 リニア推進振興菫
『劇売】0,慨ね知事意見に対応 △ |一部で知事意見に来対応 ム |一部で知事意見に未対応のため環境大臣 0要望

評価書
での対応

‐

全

般

的

琴

項

個

別

〓

項

1 曇曇
影響師に取り鮨む

\1) rt)r>:t 2La@]'nBag.Tffia?ft (〕

2 できる限り現状を悪化させない 「ベス ト追求型jアセスの実施 O
0 予測方法 予壽躊果等の住民への分かりやすいアセス国書の作成 O

囃 盪壼履a墾落鏑 響襲

なlt用  新たな環境影響が判朗した場合の県への
0

工事月車両の運行 に伴 う
生活環墳への影聟の低減

■, 各,需口等からの年別発生土量など工事用車両台数の根拠の明確化 ●
2 す1常 口 0坑)の見直しなど工事用車両の削減方策の記載 △

β 工当計画が具体化した時点での工事用車両の削減台数等の県ヽの報告 O

“

 工事用車両の運行に係る関係市町村との環嶽 全協定等の綽拮 ▲

に 工季用車両が生活適路を通行する際の安全対策の具体化 O

" 
繰堡署酪 貢護

を超過している道路に係る道路苦理者との調整と 適切な環境 O

` 輩言届虞賛宵8啓議
に

{ll ,1常 口からの斜坑トンネルの位置 規模等の明示 ●
マ_ヨ坑トンネルによる地下水 水資源の影響予測の実施 0

` 
環境保全のtl点 から,1常日の規模 位置 数の見直しの実施 ▲

―

口の燿いの検討と 鹿止する

'1常

口の劇 央回復措置の明確化 ▲

` 
事後調査等の適 切な実施

1 不確実性の程度の検討による多くの項 目での法に基づく事後調査を実施 0
′ 企業の社会的責任としてのモニタリングの積極的な実施と公表 0
0 事後調査及びモニタリングの実施内署の明確化 O

6 大気賀
| 四季 1週間の気象踊査の最当性の検:, O
● 'せ域の実情を踏まえた過切な予測評価の実施 O

騒音

。 褥費圧波
低周波育

|' コンター図 e百線図)を用いたlt民への分かりやすい説明 O
2 山梨 リニア実験線 における知見の集職及びアセスヘの活用 O
冊 列車の走行に係る騒音の予測 l●

Iの根撻 となる音源データの明示 O
‖ 漏境保全措置と して設置する防音壁や防晋防災フー トの構造等の明示 O
働 沿線の土地利用対策を環引 ♀全措置と して実施する場合の関係握閲との協議 O
0 環境保全措置として設置する仮田いや防音シー トの性能等の明示 O

' 
水質 水底の底質

(■  水質に係る予測獅 項 ロベ重鉛を追加 O
2 工事の実施 に伴 う排水の公共用水域べの放流位置及謝 i水処理方法の検討 O

, 業要強

● 水賃調査結果の精度の検証 とそれを踏まえた予測評価の実施 O
2 シミューレーシ ョンII度の検証 とそれを踏まえた予測評価の実施 O
3  '全体と して影響が小さいJと いう表現の見直 し O

“

 左あ贔生お蔓提
伴う地下水 水資源べの影響に係る工事着手前 ェ

=中
 工手 O

6 トンネルエ
=に

おける破砕帯での実発的な湧水への対応の明確化 O

' 生鼈あ婆電性
1 地形 地質が不安定な地域における地上構造物の計画の見直し ▲

曖 地形 地買に優る予測評価 に必要な資料の整備 O
3 南アルプス地域の地質の 子付加体Jと しての性状の記職 O

10土壊汚染 曰鉱 山付近の トンネル掘削時における汚染土堰への適切な対応 ○
¬ 日照阻書 口を用いた住民への分かりやすい説明と 太陽規 電べの影響の明示 △

12文化財
改変の可能性のある崎国内に7・在する埋蔵文イ働 ゃ 工事扁車両が通行する沿
道の文イ麟 に対する彊切な環境保全措置の実施 O

'3磁
界 走行中の車内における磁界の周波数データの明示等による住民理解の促違 Δ

動物
1`植物

生態系

| ミヤマシシミに係る予測結果の修正及び工事着手前の調査の実施 O
η i5誕晨貨基姦金あ議含

マスズ ツパクロイヮギセルに係る工さ着手前の諏匿 O
0)夜間照明によるたた性昆虫への影響の低減 O

“

 クマタカに対する代替巣による保全お置の慎重な対応 △

●}工事用車両の曇行に伴う動柄物べの影響の調査 O
D ミツゴイ ブッポウソウに係る環境保全措置の検討 O
R 大距村筆沢,1常口における勁植物の調査範囲の不足への対応 O
冊 環釧呆全措置として移植 機種を行う際の慎電な対応 O
曇 Ⅲ,の調査方法 調査結果の分かりやすい記載 O
,0外来植物に係る環境保全措置の検:1 0
1■ 環劇 呆全措置の不確実性 に伴う事従謗査の実施の検討 0

'2)オ
オムラサキを指標種とした予測]価の実施 0

■3水辺への依存性が高い重要種に対する予層副画の実施 ●
,,員観 分かりやすいフォトモンターシュの作成 0
13人 と自然との触れ合い lI民の日常的な自然との触れ合い活動に対する影響への配魔 O

17廃斎物等

l〕 発生土置き婦の具体化 とした時点での環境影響評価手続の実施 O
0 伐採本 支障まBの取り媛しに伴い発生する廃葉物を,,えた●1測評価の実施 △

0 地 ■l● を者慮した廃嚢術の処理興分に係る予河評価の実施 O
18遇

=効
果ガス 東京―名古屋 l.l開業時における漏

=効
果ガスリ1出量の算定 0

19その他 ユネスコエコバーク及び世界ジオバーク登録に影響がないよう配撃 O


